
Ⅳ－１進路指導全体計画

進路指導目標

指導の重点

・

・

・生徒一人一人の能力や適性に応じ、多様な情報を収集する能力や情報活用能力を身につけさせる
・「職業人に聞く会」や「卒業生に話を聞くこと」を通して、自己実現に結びつく職業観を学ばせる

自分を見つめ、自己を確立させる

勉強することの意味・目的の自覚を促す

具体化のポイント指導の重点の具体化

人間にとっての勉強・学習が文化遺産の継承でもあることを大きな視
点からつかませる

③自己実現と自己形成を図り、豊かな心を育成する

・職業調べや職業体験学習を通して、正しい職業観や勤労観をもたせる
・自己理解を深めさせることにより、進路について主体的にかつ真剣に考える能力や態度を養う

学校教育目標
基礎基本の身に付いた生徒

めざす生徒像
　　　　・明るいあいさつのできる生徒
　　　　・学ぶ姿勢の身に付いた生徒
　　　　・人も自分も大切にする生徒
　　　　・心身ともにたくましい生徒

①自己の将来を見通した生きかたを考え、自己を見つめる
②自己理解を深めることを通して、目的意識をもった主体的な進路選択能力を養う

進路の適切な選択

・生活の手段だけではなく、自己実現に結びつく職業観を学ばせる

・自分の将来像をえがき、そこにいたる道筋を明確にさせる
将来への展望を開き、現代に生きる自分の課
題を追求させる

各学年の指導目標

人間にとっての労働の役割と、職業につくこと
の意味をつかませる

３年【自己実現】
・学習方法を身につける
・勉強の意味を考える

・身の周りの職業と生活を見つめさせる

内容 １年【自己理解】 ２年【自己伸長】

・自発的な学習態度の形成
学業生活の充実

＜読書活動の啓発、朝読書の推進＞

・得意教科の伸張
・不得意教科の克服

・職業についての情報収集
＜職業調べ＞

・進路選択の情報収集
＜上級学校調べ＞

・職場体験学習
・職場訪問 ＜卒業生へのインタビュー

・進路選択の指導
＜上級学校見学＞
＜自己の進路選択＞
・職業について適性を知る
・自己の生き方について

･具体的な進路を考える ･自己の進路を決定する
将来の生き方

職業人に話を聞く会

・生き方について学ぶ
・自分史づくり
・将来の夢について

・自己理解

社会にも目を向けさせ、よりよく生きるための自分の課題は何かを考
えさせる
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・学級活動、道徳の授業等を通して自分や仲間の長所等に気づかせる
・行事、生徒会活動等を通して自己理解・他者理解をふかめさせる

・自己実現の手段、自己形成の手段としての勉強の意味を理解させる

第１学年
・自己の将来に関心を持ち、生活や学習に意欲的に取り組む態度を養う
・自己理解の必要性を知り、現時点での自分の特色を知り、向上心を培う
・身近な人の進路選択や生き方調べ、職場訪問などを通して、進路計画の基本的な考え方を学び、
　進路計画を立てる
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第２学年
・自己の将来の生き方を考えるとともに、進路の問題に積極的に取り組み、解決していこうとする態
　度を養う
・職業体験学習などを通して自己理解を深めたり、職業や上級学校に関する学習をすることにより、
　自分の進路計画を明確にする
・自分の進路希望・進路計画を吟味し、実現しようとする態度を養う
・不得意教科の克服と、得意教科の伸長を図る

第３学年
・中学校３年間の学習を基盤として、自分に最もふさわしい進路を選択し、希望を持って卒業後の第
　一歩を踏み出せる態度を養う
・自己を向上させ、将来の生活を自ら主体的に切り開こうとする態度を養う
・社会的、職業的自己実現を目指す態度や心情を養う
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